
会 議 録 

作成日 和 年 日 

日 時 
和 年 日 水  

：  ～ ：  
場 所 

特別養護老人 や 苑 

F 多目的  

会議  和 年度 第 回 運営推進会議 

出席者 

入居者 表 家族 表 地域包括支援センタ 職員 

施設長 生活支援課長 生活相談員 副主任支援員 護支援専門員  

※地域 表 あ 民生委員 体調不良 席 

 

 開 会 

※ 簡易 自己紹 実施 

 

 挨 拶  施設長 

 

  本日 第 1回運営推進会議 集ま い ま あ う いま  

  新型コロ ウ ス感染防止対策 開催 い年 あ ま 日 う 入所者様

表 含 本来 形 開催 ま 大変嬉 く思いま  

  コロ 禍 いう 面会や外出 地域 方々等 交流 制限 得 い状況 続い

ま うやく 5類へ 移行 明 い兆 見え ま 当苑 年度 感染症対策

面会や外出 地域 方々 交流 本来 姿 戻 い い 思

ま  

  ユ ッ 内へ 家族様 ン や地域 皆様 越 入居者様

い刺激 勿論 職員 第 者 目 常 あ 意識 緊張感

持 様々 方 情報交換 場 良い刺激 考え ま 特 当苑

ユ ッ 型施設 いう 基本理念 冒頭 家庭 近い環境 中 う ま 施設

運営 いく中 家族様 情報共 い ま 地域 方々 意見

貴重 考え ま  

  運営推進会議 ま 日 運営状況 伝え 皆様 意見 戴

い施設運営 繋 い い 思 ま く 願いい ま  

 

 議 事 

 運営推進委員委嘱 い  

※別添 和 年度 特別養護老人 や 苑 運営推進会議 い 参照 

運営推進会議 位置 確認 委員会 構成 ンバ 会議日程 確認 第 回 委員会

家族連絡会 合 開催予定  

 

 や 苑 運営状況 い  

※別添 和 年度第 回特別養護老人 や 苑運営推進会議資料 参照 

    副主任支援員 報告  

  ：ビ 研修 い 1回 費や 時間 程度 地域包括支援センタ 職員  

  Ａ：ビ 視聴 記録時間 含 1時間程度 いま 昨年度ま 専門職 看護 護



研修講師 活動 いま 資料作成等 業務負担 軽減 図 年度 試行的

フ ロ ップ研修 ッ 配信サ ビス 1 年間契約 ま 15 分 30 分 1 時間半コ ス

研修内容 あ 講 ス 等 あ ま Youtube 等 織 交 研修 計

画 実施 いま  

   

    ※入居者 表  

    何 良く いま ほ 幸 く あ い 思 いま

何 返 出来 申 訳 く思 いま  

 

 和 年度特別養護老人 や 苑事業報告 案 い  

※別添 和 年度特別養護老人 や 苑事業報告 案 参照 

生活支援課長 報告  

：職場環境 改善 人材確保 定着 課題 あ 護機器や福祉用具 活用 意味合 

いい う 家族 表  

  Ａ：体力面や腰痛等 身体的苦痛 離職 要因 一 考え いま 護機器や福祉用具 入

身体的苦痛 軽減や予防 図 職場環境 改善 組 いま ま 抱

え い 持 い 引 い 護 目指 職員 入居者双方 安心

安全 快適 護 目指 フ ン 推進 いま  

： Ⅱ短期入所生活 護 護予防短期入所生活 護 概況 自 地域包括支

援センタ 職員  

  Ａ：入所者 自 意思 行動 起 いう意味  

 

 他 

  家族 表 形氏 い 会議終了 施設 見学 実施 案内者：生活支援課長  

回委員会 和 年 日 水 ： ～ 予定 事前 連絡 皆

参加 日時 変更 場合 あ  

 

 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



和 年度 特別養護老人ホ ムすこや 苑 運営推進会議 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実施体制 

区 分 役職  

入所者 表 入居者 表 

家族 表 家族 表 

地域住民 表者 浜館地区民生委員 児童委員 

地域包括支援センタ 職員 
青森市東部地域包括支援センタ

管理者 

施設職員 
特別養護老人ホ ムすこや 苑 

施設長 

施設職員 
特別養護老人ホ ムすこや 苑 

生活支援課長 生活相談員  

施設職員 
特別養護老人ホ ムすこや 苑 

副主任支援員 介護支援専門員  

 

 会議日程 

回 数 開催日 

第 回 和 年 日 水 ～ 

第 回 和 年 日 水 ～ 

第 回 和 年 日 水 ～ 

第 回 和 年 日 水 ～ 

第 回 和 年 日 水 ～ 

第 回 和 年 日 土 ～ 

※ 第 回 家族連絡会 合 開催 

運営推進会議 … 

青森市指定地域密着型サ ビス 事業 人員 設備及び運営 関す 基準等を定 条例 準用第六十

一条 十七 地域 連携等 利用者 利用者 家族 地域住民 表者 指定地域密着型介

護老人福祉施設 所在す 市 職員又 当 指定地域密着型介護老人福祉施設 所在す 区域を管轄

す ～省略～地域包括支援センタ 職員 地域密着型介護老人福祉施設 い 知見を す 者等

構成さ 協議会 テレビ電 装置等を活用し 行うこ す し 利用者

等 参加す 場合 あ テレビ電 装置等 活用 い 当 利用者等 意を得 け

い こ 項 い 運営推進会議 いう を設置し ニ 一回 運営

推進会議 対し活動状況を報告し 運営推進会議 評価を受け 運営推進会議 必要

要望 助言等を聴く機会を設け け い  
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令和 5年度 第 回 特別養護老人 ー こや 苑 運営推進会議資料 

 

〇入所状況 

■入  所 定員 ９人 

■稼 働 率 

              

3月  90.1％  

※入所 2名 退所 1名 

4月  96.4%  

※入所 2名 退所 0名 

■平均介護度 3月  4.3  4月  4.2  

■平均年齢 3月  90.5歳  4月  91.1歳  

■入所申込状況 3月  3件  4月  4件  

※総待機者数 55名  5/23付け  

■短期入所 定員 人 

■稼働率 3月  88.0%  4月  81.0%  

■平均介護度 3月  2.2  4月  2.1  

■平均年齢 3月  89.1歳  4月  89.9歳  

 

 

〇事故報告 い  

※ 毎月安全委員会 対策検討 

■令和 5年 

区 分/月 3月 4月 

ヒヤ ハッ  6 2 

クシ ン  8 14 

事故 Lｖ3以上  0 0 

※ 事故 Lv3以上：通院を伴 た事故ほ 市役所 事故報告したも  

 

ヒヤ ハッ ・ クシ ン 内容 

区 分/月 3月 4月 

転倒・転落 7 10 

原因不明 傷 4 2 

服薬 0 2 

爪切 ス 1 0 

そ 他 2 2 
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〇身体拘束廃止 取 組 い  

※ 3月 16日 入居した方 該当 ース 1件あ 現在も継続中  

個別 状況 よ  

拘束 必要 理由 
経管栄養 胃瘻 を流 管 触 抜去等 危険性あ  

身体拘束 方法 

場所 行為 部位・内容  

 腹帯 た 腹巻を装着 

 経管栄養を流 場及 ベッ 上 両手 ンを
装着 

拘束 時間帯 よ 時間 
 入浴時以外 常時 

 経管栄養を流 時間帯 よ ベッ 臥床時 

特記 き心身 状況 
嚥下障害 経口摂取 き 胃瘻を造設 認知症
胃瘻 い 理解困難 両手 自由 動 こ 可 

解除 予定等 い  
毎月身体拘束廃止委員会を開催し 身体拘束を軽減
方法 解除 こ を検討  

 

〇職員研修等 

 ・3/8 水           介護記録 書き方研修 9名参加 

 ・3/2 木 ～3/31 金 高齢者虐待防止・身体拘束廃止研修 未受講者研修 11名 

 ・4/26 水       新任 異動 職員研修 2名参加 

 ・4/26 水       救命救急研修  ※新任職員研修含  23名参加 

※ 上記ほ 法人・外部研修 数名参加 

 

○ ン 受入 

・4/29 草取 ・ウエス作成 2名 

 

○全体行事やユニッ 行事等実施状況 3月・4月  

 

3/1 水 創作ク ブ 

3/10 金 苦情相談日 

3/11 土 家族連絡会 

3/22 水 書道ク ブ 

 3/22・4/26 水 書道ク ブ 

 4/27 水  音楽体操ク ブ 

4/19 水  健康診断 胸部レン ン  

4/12 水 健康診断 採血  

4/21 金 苦情相談日 

 

※上記ほ 各ユニッ け 誕生日会 祭 実施  



 

 

令和 4年度 

 

特別養護老人ホームすこやか苑事業報告書 
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第  特別養護老人 ムすこやか苑 

 

 概 況  

  や 苑 運営 あ 基 理念 基 方針 実現 け 利用者

意思及 人格 尊重 常 利用者 立場 立 提供 利用者

能力 応 自立 日常生活 営 う支援  

利用者 権利擁護 推 あ 回 部講師 招い 研修会 実施 併

虐待防止 身体拘束廃止委員会 中心 回 虐待 芽 ッ 自己評

価 全体 振 返 気 言動 い 検討 行い 虐待防止  

  地域や家庭 結 い 11 ～12 け 新型 感 症

発生 一時的 交流や面会 中断 時期 あ 感 状

況 見 再開 面会 い ッ 面会 ン越 対面

面会等 軟 対応 ボ ン い 間接的 作業 入 行  

  経営面 地域密着型 護老人福祉施設入所者生活 護 目標 い 均利

用者数 28.6 人 1.4 人 回 27.2 人 短期入所生活 護 均利用者数

8.83人 目指 1.73人 回 7.1人 何 目標数値

居宅 護支援事業者及 保健 療機関等 連携 地域密着型入所者生活 護

利用 込者数 増 短期入所生活 護 昨 度 人増 13人 新規利用 あ

新型 原検査 実施 積極的 入 行  

 

 重点事項の実施状況 

ッ 理念 基 い 個 支援 充実 

   度 個 性 強化 ッ 単 行事 力 入 個 期待

や要望 応え 支援  

   施設 計 い ヶ ン ン 開催 現状 即

提供  

療的 充実 

   含 療的 研修会 実施 喀痰吸引等 研修

い 新 資格 得 他 い 追加研修 講 資格者

 

   資格者 手技 衰え い う 積極的 実務 組 う い  

人材確保 定着 

   新聞 込 や近隣 会へ 伝活動 積極的 組 事務

支援課 連携 護福祉士養成校へ PR活動 行い人材確保 採用

い 職 多く 定着 い 課題 残  

安定的 経営基盤 確保 

   入居相談や利用 込件数 増加傾 あ 職員 ン ワ 不足 あ 相談

入居希望者 面談や入所 定会議 開催 滞 空床期間 短縮化

稼働率 影響  

職場環境 改善 

   護機器 い 種類試用 ほ 移乗ボ 等 各種福祉用具 試用

各 ッ 現状 合わ 必要 用具 揃え

ン へ 意識 技術 腰痛軽減 繋  

ッ 間 応援体制 い ン ワ 不足 あ 応援体制 組
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い状況 多職種 連携 護現場 現状 維持

職場環境 改善 人材確保 定着 最重要課題  

 

 職員の状況  

職  施設長  師 
生活支援課長   

生活相談員  
護職員 護職員 

護支援 
専門員 

人 数  非常勤    
20 

22 ※2 
 

職  栄養士 
機能訓練 
指導員 

事務員 専任当直員  計 

人 数      33  

備考 職員全般 併設短期入所生活 護 護予防短期入所生活 護 職員兼務  

※管理者 護支援専門員 護職員兼務 22 含  

 

 職員研修 

  部研修や法人内研修へ職員 派遣 ほ 苑内 研修会 実施  

 称 実施時期等 参加者数 備 考 

新任職員研修会 

4/1 4/4
4/27 
12/14～15 
12/19 
 

計 人 

高齢者施設 基 的知識 施
設理念 事業計 ッ
護保険制度 高齢者虐待防止 身

体拘束廃止 ン
移乗技術 高齢者 疾病 緊急対
応 防災対応 い  

救命救急研修 4/27 12/14 計 24人 
急変 緊急時 対応方法 観察 目
報告手  

感 症対策研修 5/25 10/26 計 31人 
食中毒や感 症予防策 嘔 時処理
手 ン ッ  

高齢者虐待防止 身体拘
束廃止 関 研修 

6/22 1/25 計 42人 
中央短期大学講師や社会福祉士
高齢者虐待防止 い  

ン 研修 7/27 12/28 計 17人 
ン ッ

け方や誤薬 目指  

口腔 関 研修 8/24 計 12人 
歯科衛生士 要 護高齢者 対

口腔 い  

研修 9/28 計 12人 

護専門 護師 和 認定

護師 ～

穏死～ い  

利用者支援研修 2/15 計 人 

元明 星短期大学教授 利用者

支援 求 個 性 い

 

記録 研修 3/8 計 人 
中央短期大学講師 護記録

書 方 い  

 

 行事 

間行事 活動 

 称 実施時期等 参加者数 備 考 

花見  4/20 21人 
桜川通 桜川 緑
地や陸軍墓地 車 花見 実施
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運動会 6/15 33人 
ッ 対 玉入 や物品渡
行  

ぶ 観覧 7/20 33人 
や 苑内 ぶ 運行 行

 

夏祭 居酒  8/20 31人 
夏 因 ンや飲食
提供 季節 感  

文化祭 11/2 32人 
職員 入居者 芸能発表や書
や華 作品展示 茶会 開催

 

新 会 1/11 33人 
新 因 ン 提
供 季節 感  

や 作  3/15 27人 
入居者 植付け 収穫 行

や 苑産大納言
や 調理 美味 く摂  

ッ 内行事  日会 父 日会 個 支援 誕生日会 七
会 丑 日会 新茶 飲 う 十五夜会 敬老会
ン 秋 果物大収穫祭 ン 風呂 会 節分会

会 

活動 

 称 実施時期等 参加者数 備 考 

 

書  

 

回 延 112人 
4/13 5/18 6/22 7/27 8/17
9/21 10/12 11/16 1/25 2/15
3/22 

創作  回 延 90人 5/11 9/28 3/1 

音楽体操  回 延 136人 4/27 6/29 8/24 10/26 2/22 

会議 各種委員会等  

 称 実施時期等 参加者数 備 考 

全体会議 12回 
各回 
約 15人 

施設長 指示事 ほ 協議
伝 等 

ッ 会議 12回 各回 人 
ッ 中心 ッ

運営 い 協議 

ッ 会議 回 
各回 
約 人 

各 ッ 内 運営や い
協議 

給食会議 12回 各回 人 
嗜好 合わ 献立 味付け 調
理方法 食形態 検討 

担当者会議 
入所 139回 

短期入所 17回 

各回 
約 人 

施設 計 や短期入所生活
護計 書作成 護方針 協

議決定 

運営推 会議 回 各回 人 
施設運営 現状報告 課題等へ
言等 利用者 形式

参加  

苦情解決協議会 回 人 
各種苦情解決へ け 協議 
苦情 件  

苦情解決第 者委員相談日 回   延 17人 
第 者委員 輪番制 訪問 苦
情要望 聞 形式
実施 

入所 定会議 回 各回 人 
入居者 決定 当 決定過程

性 透明性 確保 
ン 感  12回 各回 事故分析 対策検討 
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症対策委員会 約 10人 食中毒 ン ン 新型
感 症対策

い 協議 

虐待防止 身体拘束廃止
委員会 

回 
各回 
約 人 

虐待 疑わ 案件や身体拘束
疑わ 案件等 い 協議 

褥瘡 排泄 委員会 回 
各回 
約 人 

褥瘡予防改善 け 検討 
排泄 い 問題点 検討 

ン 推
委員会 

回 
各回 
約 人 

護機器や ン
導入 け検討及 腰痛調査

職場環境調査 実施 

護実施委員会 回 
各回 
約 10人 

護 振 返 指針や
見直  

研修委員会 回 
各回 
約 人 

内部研修 研究発表 関 企
実施 

広報委員会 回 
各回 
約 人 

広報発行 係 集  

防災委員会 回 
各回 
人 

防災 整備や防災訓練
企 運営  

 

 健康管理 

内 容 実施時期等 対象者 備 考 

ッ  
入浴日 

ほ 随時 
全利用者 

体温 血 Ｓ 一般状
態 観察等 

体重測定   全利用者  

配置 診察 木曜日 全利用者 
利用者 診察 薬 処方 検査
や通院等 指示等 

通院 往診 随 時 
通院 必
要 利用
者 

通院  
泌 器科 13人 内科 4人 
整形 科 5人 精神科 9人 
皮膚科 7人 神経内科 0人 
科 0人 認知症 来 2人 

耳鼻科 0人 循環器内科 4人 
歯科 0人 救命救急 3人 
脳神経 科 1人   
※歯科往診 2人 
※延人数 短期入所利用者除く 

口腔 係 技術的
言及 指導 

回 
護 
護職員 

歯科 歯科衛生士 言
指導 

機能訓練 回程度 全利用者 
機能訓練計 書 個 機能
訓練 
短期入所利用者 集団体操 

訪問理美容 
第 水曜日
ほ  

151人 
※延人数 

訪問美容 第 水曜日 
訪問理容 第 木曜日 
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 安全 防火管理 

  防災訓練 避 訓練 ほ 消防機器 法定点検 自主点検 実施  

内  容 
実施時
期等 

参加者数 備  考 

防災訓練 

地震 夜間火災想定 消化
通報 AED使用訓練  

5/25  52人 職員 27人 利用者 25人 

防災訓練 

水害想定 BCP勉強会  
7/20  35人 職員 21人 利用者 14人 

防災訓練 火災想定  10/19  45人 職員 21人 利用者 24人 

 

 地域 住民 ランテ との連携と地域貢献 

内  容 
実施時
期等 

参加者数 備  考 

虹ヶ丘 会 春 清掃 5/8 職員  地域貢献 

虹ヶ丘 会  

わ 通 花壇 花植え 
5/29 職員  地域貢献 

車椅子清掃 内 拭 掃除 5/9  ボ ン  

清拭布 裁断 用車 清掃 5/30  ボ ン  

車椅子清掃 内 拭 掃除 6/6  ボ ン  

環境整備 6/13  ボ ン  

浜館地 社会福祉協議会 

縁側事業 

ン講師 

10/17 職員  地域貢献 

車椅子清掃 内 拭 掃除 10/19  ボ ン  

浜館地 社会福祉協議会 

縁側事業 

ン講師 

10/21 2 職員  地域貢献 

用車 清掃 清拭布 裁断 11/16  ボ ン  

 

 実習の受入れ 

内 容 実施時期等 参加者数 備 考 

2022 度青森明 星短期大
学 護実習 

9/6～9/25 人 
青森明 星短期大学 生ⅡC
護実習 

令和 度青森 立保健大
学社会福祉基礎実習 

7/6 人 
青森 立保健大学 生社会福祉
基礎実習 
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令和 度青森 立保健大
学 ワ 実習 

8/8～8/24 
9/1～9/15 

人 
青森 立保健大学 生
ワ 実習 

 

10 事業概要 

 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 ユニット型   

概 況 

   ッ 理念 基 い 個 支援 重点 置 入居前 入居 生活 連

う 利用者一人 個性や生活 尊重 各

ッ い 相互 社会的関係 築 自 的 日常生活 営 う支援

 

   令和 度 入退居状況 い 入居 人 退居 人 いう状況 あ

均 護度 4.1 均 齢 90.5歳 令和 度 時点  

稼働率 均 93.0％ 前 度比-3.7% 目標 回 結果 第 四半

期 発生 伴い 基礎疾患 抱え い 入居者 2 入院 至    

そ 護 ッ 員補充 整わ い状況 稼働率 繋

 

 入退居内訳 稼働率                        ※ 時点 

 4  5  6  7  8  9  10  11  12  1  2  3  計 

入居(人) 0 0 0 0 1 1 2 1 0 0 0 2 7 

退居(人) 1 0 0 1 0 2 0 1 0 2 0 1 8 

稼働率(%) 92.9 93.1 93.1 91.2 88.4 95.4 94.9 92.8 90.2 92.2 89.6 90.1 93．0 

定 員 

 29人 10人× ッ 人× ッ  

 

 短期入所生活介護 介護予防短期入所生活介護  

概 況 

   居宅 要 護者等 利用者 自 生活 保障 個 少人数 家庭的 雰

気 中 生活 ッ 提供 そ 家族 身体的 精神的負

担 軽減 う 提供  

   短期入所生活 護 い 前 度 様 新型 感 症対策 一環

入 や利用方法 制限 設け  

   令和 度 新規利用者 13人 均 護度 2.9 均 齢 89.2歳 令

和 度 時点  

   稼働率 均 71.5％ 目標 回 結果 新型 感 症対

策 中 居宅 護支援事業者及 保健 療関係機関等 連携 新

規利用者 獲得 性 あ 利用 昨 度 人増 13人 新規利用者

獲得 長期的利用 結  

入退所内訳 稼働率                       ※ 時点 

 4  5  6  7  8  9  10  11  12  1  2  3  計 

入居(人) 0 0 1 1 2 3 3 5 0 6 4 10 35 

退居(人) 1 1 0 0 3 2 6 4 1 2 2 8 30 

稼働率(%) 76.0 65.8 67.6 72.3 77.7 70.6 68.3 63.3 65.8 70.0 77.4 83.6 71.5 

定 員 

10人 10人× ッ  
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※ 記ほ 併設 空床利用型 あ 地域密着型 護老人福祉施設入所者生活 

護 け 空 ベッ 利用可  

 

 入退所状況  

地域密着型入所者生活 護 短期入所 護予防短期入所生活 護 

定 員 29人 定 員 10人 

令和 度内延入所者数 人 令和 度内延利用者数 98人 

令和 度内退所者数 人 令和 度内延利用件数 1681件 

令和 度 現 入所者数 28人   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


